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こきんちゃん

 ホ ー ム ペ ー ジ https://www.city.koganei.lg.jp/
 モバイル（携帯電話）版 http://www.city.koganei.lg.jp/m/index.html

世
帯
と
人
口

２.７.１現在

※　世帯数および人口は、住民基本台帳によるものであり、
外国人住民の方を含みます。（　）内は前月比

世帯数 ６１,５６６ （４４増） 男 ６０,７１１ （９４増）
人　口 １２３,０６２ （２００増） 女 ６２,３５１ （１０６増）

/715
イベント等の最新情報について
は、事前に各担当部署や主催者に
お問い合わせいただくか、市ホー
ムページをご確認ください。

新しい生活様式・日常の実践にご協力ください  新型コロナウイルス感染症関係コールセン
ター（☎０４２−３８３−１９７０ ０４２−３８３−５０２０）
問
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渇避難とは「難」を「避」けること。安全な場所（自宅等）にいる人まで避
難場所に行く必要はありません
渇避難先は、小・中学校だけではありません。安全な親戚・知人宅に避難す
ることも考えてみましょう

知っておくべき５つのポイン知っておくべき５つのポイントト
渇マスク・消毒液・体温計など衛生用品については、できるだけ自ら携行し
てください
渇あらかじめ、市が指定する避難場所・避難所を市ホームページ等で確認し
てください
渇豪雨時の屋外の移動は車も含め危険です。やむをえず車中泊をする場合
は、浸水しないよう周囲の状況等を十分確認してください

■避難情報等
避難情報等避難行動等警戒レベル
災害発生情報
（市が発令）

既に災害が発生している状況
命を守るための最善の行動をとりましょう警戒レベル５

避難勧告、避難指示（緊急）
（市が発令）

速やかに危険な場所から避難先へ避難しま
しょう

警戒レベル４
（全員避難）

避難準備・高齢者等避難開始
（市が発令）

避難に時間を要する人（高齢の方、障害の
ある方、乳幼児等）とその支援者は避難し
ましょう

警戒レベル３
（高齢者等は避難）

洪水注意報、大雨注意報等
（気象庁が発表）

避難に備え、自らの避難行動を確認しまし
ょう警戒レベル２

早期注意情報（気象庁が発表）災害への心構えを高めましょう警戒レベル１

■防災気象情報
防災気象情報は、住民が自主的に避難
行動をとるために参考とする情報です。

氾濫発生情報、大雨特
別警報等

警戒レベル５
相当情報

氾濫危険情報、土砂災
害警戒情報等

警戒レベル４
相当情報

氾濫警戒情報、洪水警
報等

警戒レベル３
相当情報

※国・都や気象庁が発表

 

　水害・土砂災害に関する防災
情報には、市が出す避難情報
と、国・都や気象庁が出す防災
気象情報の２つがあります。詳
細は右記の表をご覧ください。

水害・土砂災害にお水害・土砂災害におけけ
る防災情報にご留意る防災情報にご留意をを

　新型コロナウイルス感染症が収束しない中でも、災害時には、危険な場所
にいる人は避難することが原則です。
　「自らの命は自らが守る」意識を持ち、適切な避難行動をとりましょう。
 地域安全課防災消防係（☎０４２−３８７−９８０７）問

適適切切なな避避難難行行動動をを適切な避難行動適切な避難行動をを

暮らしや働く場において、新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止する習慣＝「新しい日常」を、一人ひとりが実践しましょう。

手洗いの徹底・マスクの着用 「３つの密」を避けて行動ソーシャルディスタンス
（距離を保とう）

公共交通機関
■混んでいる時間帯を避けよう
■徒歩や、自転車を利用しよう

買い物
■少人数・短時間で済まそう
■レジで並ぶ時は間隔をあけよう
■通販やキャッシュレスを活用しよう

娯楽・スポーツ等
■オンラインを活用し楽しもう
■公園は空いている時間、場所を選ぼう

働き方
■テレワークや時差出勤を広げよう
■オンライン会議やはんこレスを進
めよう

■ついたてや換気、消毒など、職場
に応じた工夫をしよう

食事
■お箸やお皿の共用を避ける、座り
方を工夫するなど、新しい食事マ
ナーを実践しよう
■テイクアウトやデリバリーを利用
しよう

暑さを避ける・適宜マスクをはずす・こまめに水分補給をする・日頃から健康管理をする・暑さに備えた体力作りをポイント
に、熱中症にご注意ください


